
県社協への寄付もお受けしています。

つながりをチカラに

市町村社会福祉協議会、社会福祉施設、社会福祉団体、企業、県民

の皆様に会員としてご加入をお願いしています。

お申し込み・会費額の詳細については、お問い合わせください。

県社協の主たる機能とそれを発揮していこうとする意気込みとをシンプルな言葉
で表現しています。孤立化の時代にあって、様々な個人や団体をつなぐ役割こそ県
社協の主たる専門性と位置付け、それを力に変え豊かな福祉社会づくりに寄与し
ていくことの重要性とその決意を示しています。

会　員

埼玉県社協マスコット
「シャキたまくん」

埼玉県社協 検索

令和4年6月発行

名　称　　社会福祉法人 埼玉県社会福祉協議会
所在地　〒330-8529　さいたま市浦和区針ヶ谷4-2-65
　　　　彩の国すこやかプラザ内(JR与野駅 西口から徒歩10分)
　　　　☎048-822-1191　FAX048-822-3078
設　立　昭和26年1月17日(財団法人認可)
　　　　昭和27年5月12日(社会福祉法人認可)

組織概要

本会広報誌の送付により最新の福祉情報をお届けします！

本会主催研修(一部)の受講費用が半額になります！

社会福祉関係者新年賀詞交歓会をご案内します！

会員のメリットは？

財務管理課　☎048-822-1191問い合わせ先

寄 付 金

地域福祉の基盤強化、ボランティア活動の支援、生活困窮者への支援、
福祉施設・団体等への活動支援、生活福祉資金貸付事業、福祉の仕事の
紹介・あっせん、高齢者・障害者等の権利擁護相談、障害者・高齢者の在
宅生活の支援、災害支援

キャッチフレーズ 

主な
実施事業

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会

をカタチに

社会福祉法人埼玉県社会福祉協議会（以下、県社協）は、
「地域福祉」を推進している団体です。
市町村社会福祉協議会や社会福祉施設、福祉団体とのきめ細
やかなネットワークのもと、埼玉県行政と密接な連携を図りな
がら取組みを進めています。

詳しくはこちら



「子どもの貧困」の解決に向けて、子ども食堂等の「子ども
の居場所づくり」及び子どもの自立支援等に活用します。

無料塾（学習支援）の運営
親子で参加できるイベント等を行うフードパントリー

こども食堂・未来応援基金

新品の子ども用の衣類を中心に集めています。
いただいた衣類は、お困りの世帯に無償で届けられます。

※県内の社会福祉法人の社会貢献活動として実施しています。

支援したお子様の人数　1,849名
支援した点数　　　　　6,191点

これまでの実績(令和4年3月末現在)

障害者の社会参加を進めるボランティア活動の促進に
活用します。

障害児・者が音楽療法活動をするための楽器購入費用
障害児・者と地域の方がスポーツを通して交流する事業

ふれあいの詩基金

地域共生社会づくり（孤立防止、生活困窮者支援、災害時
支援等)に活用します。

地域住民の多世代交流のための居場所づくり
防災拠点用のテント購入費用

ひまわり基金

地域活動支援課　☎048-822-1435

生活支援課　☎048-822-1249

孤立

少子高齢化 災害

寄付いただいた衣類地域で暮らすあらゆる人を

埼玉県の介護職員不足数
2023年７千人　2040年3万2千人

問い合わせ先

皆様の　　　　　　をカタチにしませんか

寄付(衣類バンク)

子どもの居場所が
必要です！

(県内 目標800箇所)
※令和3年10月末現在 456箇所

子どもたちの未来を

福祉業界で働く・働きたい人を

基　金

(社協の活動全体を応援したい)

貧困

母子世帯の年間所得
児童がいる世帯　745万円
母子世帯　305万円

7人に1人の子どもが貧困状態

(中学2年生約17人に1人、
高校2年生約25人に1人)

小学6年生の約15人に1人が
ヤングケアラー

こども食堂・未来応援基金への寄付
衣類バンクへの寄付

問い合わせ先
県社協の会員となって支える

ふれあいの詩基金への寄付
ひまわり基金への寄付

埼玉県の後期高齢者人口
全国トップクラスのスピードで増加
2000年33万人　2040年125万人

自然災害の頻発化、激甚化
(平成23年東日本大震災、
令和元年東日本台風等)

活用例

活用例

活用例

寄付者のお名前、企業・団体名は本会
ホームページ等でご紹介させていただきます。

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら
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